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※最大幅員６ｍ以上：最大幅員 6m 以上の

道路を指し、同じ路線で幅員６m 未満の

区間がある道路も含まれる
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防災指針補足資料 安中市周辺の断層位置 

 
 
地震が少ないといわれている群馬県

内にも、約 10 の活断層が確認されてい

ます。平成 24 年に群馬県が行った「地

震被害想定調査」によると、多くの人が

寝ている冬の早朝に、高崎、藤岡市など

を通る活断層による地震が起こった場

合、死傷者は最大で 20,876 人にのぼる

と予測されています。 
今後 30 年以内の発生確率は極めて

低いとされますが、大地震はどこでも

起こりうると考えて備えてください。 
 
 

出典：安中市災害対応ガイドブック 

■主な活断層概要 

●片品川左岸断層 

長さ約７～９ｋｍで、片品川流域に分布する活断層。 
●太田断層 

長さ約 18km で、太田市東部から桐生市南部に延びる活断層。 
●磯部断層 

長さ約 4.3km で、碓氷川の流路方向に対してほぼ直交する北西―南東走向の活断層。 
●関東平野北西緑断層帯主部 

長さ約 82km で、連続的に分布する深谷断層、江南断層及び綾瀬川断層（ともに埼玉県

北部）をあわせた断層帯。 
 
※「群馬県地震被害想定調査 報告書（平成 24 年６月 群馬県）」より作成。 
※磯部断層のみ「1:25,000 都市圏活断層図関東平野北西縁断層帯とその周辺「高崎」解説書

（平成 25 年 11 月 熊原 康博 編集 国土地理院）」より作成。 
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参考図１：群馬県及びその周辺の活断層の分布図 

 
参考図２：関東平野北西緑断層帯の位置図 

参考図出典：群馬県地震被害想定調査 報告書 


